
整備前

整備後

物流・産業の効率化や生産性向上が期待されます
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〇道路ネットワーク条件として2024年度平均混雑時旅行速度をＤＲＭ（デジタル道路地図）に設定し、最短
の所要時間で到達可能な経路を選択可能なアルゴリズムを用いて、千葉港から30分で到達可能な範囲（30
分圏域）を500ｍメッシュデータとして算定。
○各メッシュデータに含まれる人口及び面積を集計し、道路整備前後の差を算出することにより、千葉港の
30分圏域の広がりを定量的に算定。
〇本試算は一定の条件をもとに行った試算であり、今後の詳細検討により変更となる可能性がある。

（圏域拡大の算定の考え方、方法）

○千葉港を発着する大型車のODペアのうちシェア１位を占める江戸川区との最短経路（東関東道経由）につ
いて、ETC2.0の2024年度時間別全データをヒストグラム化して整備前の所要時間のばらつきを算出。
○整備あり（新湾岸経由）の時間信頼性の試算は、新湾岸道路の旅行速度を80㎞/hに設定し、その他の区間
については、整備前のETC2.0の2024年度時間別全データをヒストグラム化して所要時間のばらつきを算出。
（整備後の頻度分布は外環（千葉県区間）を使用）
○ばらつきは、全データのうち10%タイル値（渋滞が少ない時の所要時間）、95%タイル値（渋滞が多い時の
所要時間）の所要時間の差として時間信頼性を算定。
〇本試算は一定の条件をもとに行った試算であり、今後の詳細検討により変更となる可能性がある。

（時間信頼性の算定の考え方、方法）

港湾・空港の時間信頼性の向上が期待されます

★
成田空港

★
羽田空港

（圏域拡大の算定の考え方、方法）
〇道路ネットワーク条件として2024年度平均混雑時旅行速度をＤＲＭ（デジタル道路地図）に設定し、最短の
所要時間で到達可能な経路を選択可能なアルゴリズムを用いて、成田空港から60分で到達可能な範囲（60分
圏域）を500ｍメッシュデータとして算定。

○各メッシュデータに含まれる人口及び面積を集計し、道路整備前後の差を算出することにより、成田空港か
らの60分圏域の広がりを定量的に算定。

〇本試算は一定の条件をもとに行った試算であり、今後の詳細検討により変更となる可能性がある。【出典】：令和6年度 首都圏空港道路ネットワーク検討分科会

取扱貨物量 全国１位
貿易額 全国１位



■京葉道路・東関東自動車道の渋滞発生状況
京葉道路は広範囲にわたり渋滞が発生

京葉道路

東関東自動車道

東京外環自動車道
（三郷南ＩＣ～高谷ＪＣＴ）
Ｈ30.6開通

規制速度
80km/h

北千葉道路

都心～宮野木JCT間は、
成田空港の往来に千葉
方面の交通が加わる

※令和５年７月から、上り線（木更津→川崎方面）
において、土日・祝日に時間に応じて料金を変動させる
社会実験の取組を実施中

圏央道（大栄～松尾横芝）
令和 8 年度開通予定※
（大栄JCT～多古IC間は、

令和 8 年秋頃開通予定）
※資機材の調達等が順調な場合

・イメージCGは現状の航空写真に「更なる機能強化の計画内容を合成したものをベースにして、新旅客ターミナルと新貨
物地区等の配置イメージを示したものです。

・既存施設（貨物施設、整備関連施設等）については、現状のまま示しております。
・配置計画については今後の検討により変更が生じる場合があります。またCG内表現の一部について簡略化しております。

宮野木JCTから成田空港
まで最短で結ぶ高規格
道路は東関道のみ

今後の機能強化により、
貨物・旅客のより一層
の増大が予想


